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辺 貫

和

則

日
本
画
科
第
一
年

昭
和
二
十
年
四
月
一
日
入
学

蓮

井

夏

樹

香

同
本

同
大

同

lヽJ 

同
渡

八

郎

庭

勝

美

母

直
一
郎

埼 東 島 大

昭
和
二
十
年
度
入
学
者

玉 京 根 阪 JII 

同同同同同同
松 柳 田 横 四川

本

清

福

島

田

登

志

穂

栃

木

目，，部

尚な

中

喬

鳥

取

照

尾

龍

彦

佐

賀

昭

田

淳

東

京

椋＄嶋

俊

崎

春

彦

東
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油
同 同 同 同 同 同 同 同 同 同同画

鹿 ぢ 渡 荻 小お西西伴伴早稲飯科
第

年
勝

之し惹g正

北
海
道

神
奈
川

愛

知

大

阪

親

東

京

岡

隆

男

煎

克

巳

愛

知

雄

福

島

岡
案
部
、
彫
金
郡
、
鍛
金
部
、
鉗
金
郡
、
漆
工
部

JI I 

英

熙

山

梨

ハ
不
許
可
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ベ
シ

五
、
エ
藝
科
ハ
其
ノ
専
門
ノ
宜
技
二
依
リ
テ
左
ノ
各
部
二
分
ツ

田

俊t

東

京

野

志t英

栃

木

三
、
第
一
次
二
於
ケ
ル
選
抜
者
及
第
二
次
二
於
ケ
ル
入
學
許
可
者
二
対
ス
ル

本
校
ョ
リ
ノ
通
知
ハ
入
學
願
書
記
載
ノ
現
住
所
宛
ト
ス
、
若
、
ン
現
住
所
遠

隔
ニ
シ
テ
郵
送
二
支
障
ア
ル
者
ハ
通
知
ヲ
受
ク
ベ
キ
場
所
ヲ
明
記
セ
ル
紙

片
ヲ
願
書
現
住
所
欄
二
貼
付
｀
乙
直
ク
ベ
シ

四
、
入
學
ヲ
許
可
セ
ラ
レ
タ
ル
者
ニ
シ
テ
他
ノ
期
日
選
抜
ヲ
施
行
ス
ル
學
校

ニ
出
願
シ
ア
ル
者
ハ
嘗
該
學
校
ノ
第
二
次
選
抜
試
験
ヲ
受
験
シ
得
ザ
ル
モ

ノ
ト
ス
、
若
シ
右
二
違
背
シ
ク
ル
場
合
ニ
ハ
両
校
ト
モ
入
學
ヲ
取
消
シ
又

同同同同同同同同同
杉 消宮 斎斎 安江福 松

村

恒2茂

奈

良

水

東

京

本

昭

神

奈

川

藤

兄

造

京

部

藤

正

夫

新

窮

第
四
、
其
ノ
他
注
意
事
項

一
、
第
二
次
選
抜
ヲ
受
ク
ベ
キ
者
ハ
「
受
験
中
東
京
二
於
ケ
ル
宿
所
」
ヲ
試

験
第
一
日
受
付
二
届
出
ヅ
ベ
シ

二
、
入
學
ヲ
許
可
ス
ベ
キ
者
ヲ
決
定
｀
ン
タ
ル
ト
キ
ハ
其
ノ
氏
名
ヲ
本
校
二
掲

示
ス
ル
ト
共
二
本
人
二
通
知
ス

宅

炭

四

郎

東

京

尻

十

五

郎

石

川

田

逹

夫

神

奈

川

崎

直

樹

東

京

同
加
々
見

同
金

同
横

同
高

同

↓,＂-
1,h
 

同
朗

同
内

同

hr 

同
中

同

h
 

r
 

同
浮

同
山

同
船

同

4ヽ
 

同
阿

同
天

同
佐

同
皆

同
み

三
同

渋
同

本

山 谷 栖す吉

忠

男

東

京

英 志

勝

山

形 神
奈
川

郎

福

、
井

藤

照

雄

宮

城

野

悼

鳥

取

部

昭

岡

山

林

源

次

群

馬

木

青

森

ロ

日t

夫お寛

東

京

田

克

射

東

京

沢

直
三
郎

東

京

島

納？和

侃允夫

高

知

才寸

北
海
道

藤

稚

彦

神

奈

川

田

昭

男

岡

山

橋 III 

銀こ保

明t雄

栃

木

神
奈
川

第 3章 戦

塚

茂

群

馬

時

子

太

郎

広

島

下

昭

山

梨
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島 野

晨

彫
刻
科
木
彫
部
第
一
年

同

き

い

ん

張

島

基

殷

同

た

け

る

林

部

毅

同

玉

岡

正

敏

同
小

柳

光

雄

同
小

既

和

美

同
清

水

三

男

同
平

松

俊

夫

同
年
十
一
月
一
日
入
学

門

脇

大

同

iヽj 

英

男 夫

彫
刻
科
塑
造
部
第
一
年

同
年
四
月
一
日
入
学

岡

忠

同
中

同
中

司
長

安
兵
衛

新
太
郎

東

京

東

京

静

岡

埼

玉
東

京

東

京

奈

良

東

京

忠朝

南鮮

村

東

京

西

神
奈
川

岡

山

油
画
科
特
別
学
生

同
年
四
月
二
十
五
日
入
学
中
華

励

俊

年

浙

江

同
杉

同
杉

原

富

康

同
年
十
一
月
一
日
入
学

狩

野

幹

夫

同

、秋

元

恒

寸↓↑ 

隆

良

千

薬

静

岡

愛

知
長

野

泉

工
芸
彫
金
部
第
一
年

同
年
四
月
一
日
入
学

千

野

敏

夫

同
中

同
内

同

IヽJ 
野 島

弘 次

久 郎 広

神
奈
川

茨

城

群

馬

埼

玉

工
芸
科
漆
工
部
第
一
年

同
飯

同
)
 

同
浅

同
広

瀬 野 端 野

国 恵；義

男 靖2-

大

阪

富

山
東

京

泉

悦

師
範
科
第
一
年

同
年
四
月
一
日
入
学

と

も

か

ね

井

岡

友

諒

富

山
千

葉
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啓

富

山

長

秀

―

―

―

同
年
十
一
月
十
五
日
入
学

吉

嶋

一

夫

工
芸
科
図
案
部
第
一
年

同
年
四
月
一
日
入
学

奥

正

光

同
大

崎

恵

一

郎

同

金

子

輝

一

同
谷

欣

伍

同
山

崎

昭

二

郎

同
小

巻

尚

輝

同
宮

林

昭

二

郎

同
渋

谷

孝

緒

同

砂

川

昭

男

同

さ

と

し

鈴

山

哲

同
増

本

誠

視

同
伊

藤

利

行

同
佐

谷

晃

能

同
年
十
一
月
十
五
日
入
学

池

上

新

太

郎

同
年
十
一
月
十
七
日
入
学

牧

野

直

之

福

井

工
芸
科
鋳
金
部
第
一
年

同
市

同
大

同
上

同
片

同
吉

同
上

同
青

同
島

同
島

田

靖

新

潟

田

澄

也

東

京

山

千

葉

田

郁
ま

洵:夫

佐

賀

田

俊

雄

佐

賀

岡

陽

東

京

北

照

司

束

京

塚

恵

広

島

橋

弥
須
夫

東

京

兵

庫

田

正

知

群

馬

工
芸
科
鍛
金
部
第

一
年

同
年
四
月
一
日
入
学

西

川

宏

夫

同
大

同
藤

同
桜

原

義

弘

東

京

岡

勉

栃

木

東

京

高

知

東

京

富

山

岩

手

岩

手

東

京

東

京
東

京

新

潟
東

京

愛

媛

島

根

東

京

同
年
十
一
月
一
日
入
学

菱

田

安

彦

岐

り↑

建
同同同同同同同同同同同同同同同築

毛年鈴鈴鈴杉末由越産川加岡原橋稲科
十 第

翫木木木山広良沼形添藤見田本田 一

武五 年
入

正和豊展： ： 智 嘉 尚

信 学彰 治男 隆彦 滋已き透利央？純 順 夫 之

東

京

東

京

東

京

東

京
大

阪

東

京

東

京
福

岡

東

京

東

京

東

京

宮

崎 重

東

京

東

京

東

京

東

京

昭 和 20年



芸科

彫刻科木彫部 彫刃科塑造部 ＇ 画油科

日
区

本

画

科
別

特皐生 本科

四 年

二止；＿ 五 ノ・‘ 二七 七
年

~ 

年
ノI‘. 」 七 一六 - -ノ‘

- ＝ - 四
一＝ 一四 九 年

ー 五九計

ー 八 ー 一 悶科

小

一 六 五 九 叶u 

五 七 八 九

⑤

各
科
生
徒
級
別
現
員
表

昭
和
二
十
年
四
月

一
日

草魚成

野

和耕浩

郎 作

新

氾

苫

昌

次

福

岡

田

和
歌
山

東

京

岐

阜

愛

知

亀柿奥

木 川

動

安
五
郎

き
よ
し淳豊二

東

京

沼

埼

玉

十
二
町村野

福

井

同同
三 沢年森広新佐

十

登月

吾日消
入
学給

郎郎

岡

丘a,、

即

仁

富

山

JJJI 
早

田

収

丘

’‘‘ 
距

斎上な浅

場 川 藤藤利り野

美

治

福

井
東

京

正逸
之

視み満助

昭仁悶

宮

城

中

lJ

森

山

口

雄

愛

知

細

井

督

長

野

安

田

党

和

歌

山

⑥

終
戦
直
後
の
卒
業

昭
和
二
十
年
九
月
二
十
四
日
、
敗
戦
の
衝
漿
と
混
乱
の
な
か
で
次
の
六
名
が

卒
業
し
た
。

油
画
科

師
範
科

羽
石

細
小
路

海
老
沢
厳
夫

斎
藤

英
一清

若

林

稔

卒
業
証
書
授
与
式
は
行
わ
れ
ず
、
単
に
証
書
が
手
渡
さ
れ
た
だ
け
だ
っ
た
。

そ
の
と
き
の
状
況
に
つ
い
て
某
氏
は
次
の
よ
う
に
語
っ
た
が
、
恐
ら
く
他
の
生

徒
も
同
様
の
心
梢
だ

っ
た
に
違
い
な
い
。

真

総 I”"|'vし` I -I袖1・::I~|エ
漆鋳 '

計 II I I本1IJ‘I Iエ金
部部

--i--9 9 -----'布五

科科
ー 図 油油
六三 四 一
八 ---— 六九六 九
一塑 油 一
八 二 五一

I 
〇三 I- -
＝ 

ニニ四

尻
二

゜
， 
ハ

工虐四 し 1互＿ 忍 I~
四 1 1 1 1 1 loJ_a 

第3卒戦 時下 990


